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週齢C57BL/6マウスにグリオキシル酸を腹腔 内連 日投与す るとともに、35B6抗体を投与、結晶形成 を評価 した。
結晶形成量は、抗体投与により容量依存性に低下 した。電子顕微鏡による観 察は、Control群では放射状 の結 晶が
尿細管細胞に取 り込まれていたが、抗体投与群においては、尿細管腔内に脱落組織は認 めるのみで結 晶形成は認め
なかった。
以上 より、切断型OPNに 対する中和抗体は、結石形成マウスにおいて結晶の尿細管上皮への接着 を抑制するこ
とで、結石形成 を予防す ると示唆 された。 この結果 をJBoneMinerReserchへ投稿 しacceptされた。
B-62サル胎仔肺低形成の子宮内回復一羊水過少による肺低形成モデル作成 と成長因子解析
千葉敏雄,佐 藤洋明,柿 本隆志(国 立成育医療研究センター ・臨床研究セ ンター)所 内対応者:鈴 木樹理
本研究の 目的は、胎児期の肺低形成に対 し有効性が報告 されている現行の子宮内外科手術(胎 児気管閉塞術)の
作用機序を、誘導 される組織成長因子の同定により解 明することである。併せて、その組織成長 因子を低形成胎児
肺に局所 的に作用 させることで、胎児気管閉塞術の(肺 再生)効 果増強ない しその代替低侵襲治療手技を確立す る
ことにある。
この外科的治療法は、いまだ臨床的に確立 されてはない。すなわち、この手技 は現在、experimentalない しinnovative
therapyの範疇に入 るものであ り、将来の標準化を 目指 して十分な実験的評価を必須 とする。それは、患児の救命
手段 としては、このような手技以外に、今後可能性のあるものが現時点では全 く存在 しないためである。
このモデル作成 のためには、羊水の一部除去による持続 的な羊水過少状態を作 り出す必要がある。
一昨年度は当初計画 していた手術手技の確立および成長因子を特定する実験 を行 う前 に、慎重を期 して予備実験
を行 った。具体的には昨年度行 った基礎的実験(超 音波エ コーを使って母体外から胎児胸腔 内に生理的食塩水を注
入)では、実験後にも妊娠 が正常に継続 され、正常に新生児が生まれた。その後そのこどもは正常に発育 している。
今年度 は継続 して胎児気管閉塞術の予備実験 を行った。胎仔気管閉塞術には胎仔の気管閉塞のため先端にバルー
ンのついた胎児用の内視鏡 を用いる。この内視鏡の位置は操作 中に子宮内で母体 ・胎仔ヘダメージを与 えないため
に大変重要である。
そこで我々は子宮内での内視鏡の位置を超音波画像上で 目的部位ヘナ ビゲー トす るシステムを開発 した。
このシステムと実際の術式に用いる内視鏡 を使用 して妊娠サルへの内視鏡位置確認の予備実験 を行った。
次年度 は子宮内内視鏡ナ ビゲーシ ョンシステム完成 と気管内閉塞術の実施を予定 している。
B-63チンパ ンジー の 口腔 内状 態 の調 査:う 蝕 ・歯 の摩 耗 ・歯周 炎 ・噛 み合 わせ の評 価 を 中心 に
桃 井保 子,花 田信 弘,小 川 匠,井 川 知 子,齋 藤 渉(鶴 見 大 ・歯)所 内対応 者:宮 部貴 子
チ ンパ ンジー11個 体342歯 に対 して歯科 検診 を実 施 した。 そ の内 う蝕 歯 は16歯 、 喪失歯 は3歯 で あった。 よっ
て、 う蝕 轍 歯 を指 すDM噛 は1噛 、DMF指 数 は1.45であっ た。歯 肉溝 の深 さは、342歯中31噛 が4㎜ 以
下で あっ た。歯 周 ポケ ッ ト測 定 時 に出血 を認 め なか った のは6個 体 、動揺 歯 を認 め なか った のは8個 体 であ った。
著 しい プ ラー クの蓄積 と歯石 の沈 着 が9個 体 に認 め られ た。 ま た、年 齢 に応 じて全 顎 的 に顕 著 な咬耗 を認 めた。
う蝕歯 はそ のほ ぼ全て に破 折 を認 めた。 そ の うち前歯 は11歯 で あ り、破 折 ・う蝕 歯 は前 歯部 に集 中 してい る。
よって 、う蝕 の原 因 は外 傷 に起 因す る と考 え られ る。歯 肉溝 の深 さが4mm以 下で あ る歯 は全 体 の92.7%で あ り、
その ほ とん どが測 定時 の出血 を認 め なか った。深 さ4mmの 歯 肉溝 は健 康 な歯 肉で あ る と推 察す る。現在 まで に検
診 した個 体 の う蝕 と歯周 疾患 か ら見 る 口腔 健康 状態 は 、口腔衛 生 に 関す る介 入 は皆無 で あ り、プ ラー ク と歯 石 の多
量 の沈着 を散見 す るに もか かわ らず極 め て良好 とい うことがで き る。 この理 由 と して、本研 究 所 にお け るチ ンパ ン
ジー が100品 目を超 える無加 工 のバ ラ ンスの 良い食 餌 を取 って い る事 に着 目して い る。
ま た、採 取 した プ ラー ク内の細 菌叢 につ い てDNA解 析 に よる ピロシー ケ ンス法 を用 いた結 果 、未 知 の細菌 が存
在 す る可能性 が示唆 され 、Streptococcustroglodytaeと命名 した。
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